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　早いもので、平成 29 年度栃木県看護協会総会

が開催される時期になりました。私も会長に就

任して１年が経ちました。この間、皆様にはご

支援とご協力を賜り心より感謝申し上げます。

平成 28 年度事業に関しましては、おおむね計画

通りに進められたと評価し、これもひとえに皆

様のおかげと感謝いたしております。

　さて１年間を振り返りますと、我々が最も心

を砕いたことは、公益法人としての「健全経営」

という視点でした。公益法人といえども収支バ

ランスを取らないと協会運営が危ぶまれる状況

になります。組織の第一義は存続にありますの

で、安定した経営ができるような方策を考えて

まいりました。ポイントは費用削減と収入増加

であります。費用削減については事業項目ごと

に費用対効果を念頭に見直しをしました。収入

増加としては第一に会員拡大であります。その

一助として会員特典について新たに着手しまし

た。看護職が生き生きと元気で働き続けるため

公益社団法人栃木県看護協会　会長　渡邊 カヨ子

平成29年度栃木県看護協会通常総会の開催にあたって

の「リフレッシュ」と「健康増進」をコンセプ

トに多業種の企業と優待契約を結びました。ほ

かに寄付金の募集も広報いたしました。詳しく

は栃木県看護協会のHP（ホームページ）の「会

員特典のご案内」と「寄付募集のご案内」をご

覧いただければ幸いです。

　平成 29 年度の事業計画では、費用を削減し何

年かぶりにわずかな黒字で事業計画の立案がで

きました。重点事業に関しましては、平成 28 年

度の事業をおおむね踏襲する形といたしました。

　また今後、平成 30 年度から市町村主導となる

地域包括ケアシステムを踏まえて、地区支部の

再構築に踏み出しました。看護職能として地域

全体を俯瞰しつつ地域に根差した活動をしてい

くことが必要と考えております。

　今後も国・県の政策を把握しつつ事業運営を

して参りたいと思います。平成 29 年度もよろし

くお願いいたします。
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通常総会提出議題通常総会提出議題通常総会提出議題 　公益社団法人日本看護協会の平成29年度通常総会は平成29年6月6
日（火）7日（水）、幕張メッセ・幕張イベントホールで開催されます。栃木県看
護協会通常総会は6月17日（土）とちぎ健康の森講堂で開催いたします。
　会員の皆さま一人ひとりに提出議題を十分にご検討いただけますように、
その内容についてお知らせいたします。

報告事項
　報告事項１　平成28年度活動報告

重点事業を中心に事業を展開した。詳細は、「平成29年度
総会要綱」に掲載する。

　報告事項２　平成28年度決算報告及び監査報告
決算及び監査の内容については、「平成28年度決算報告
書・平成29年度収支予算書」に掲載する。

　報告事項３　平成29年度重点事業及び事業計画（P５〜９ 参照）
　報告事項４　平成29年度収支予算 （P10〜11 参照）

〔平成29年度重点事業〕
Ⅰ　公益目的事業
　１．看護の安全性・専門性の向上と実践能力の強化
　少子超高齢社会の対応、医療・介護提供体制の改革
の動きなどから、看護職に期待される役割・能力はま
すます大きくなっています。いかなる場所で働く看護
職であっても、社会からの要請に応えるため、質の高
い看護を提供できるよう研修の充実を図ります。
（１）看護職全体の実践能力の強化のため、研修内容の

充実を図ります。また、看護管理者の育成に力を
注ぎます。

（２）訪問看護師養成研修、訪問看護師新人研修、訪問
看護ステーション管理者研修等を実施し在宅医療
を担う人材の育成を図ります。

（３）看護職能Ⅱを対象とした研修会を充実し、福祉施
設に働く看護職の資質向上に努めます。

（４）地区支部と連携した研修で、実践能力の向上を図
ります。

（５）助産実践能力の強化を図ります。
（６）「特定行為に係る看護師の研修制度」について理

解が深まるよう周知・普及啓発を行います。

　２．地域包括ケアシステムの構築と推進への積極的参加
　医療提供のあり方が、「病院・施設から地域・在宅
へ」大きくシフトする中、在宅医療を進める上で看
護職の役割は非常に重要です。訪問看護の人材育成と
確保、利用者の状態に応じた多職種・関係機関との調
整・連携を図りながら在宅療養者とその家族のより良
い支援のため、看護職間のネットワークづくりを強化
します。
（１）地域医療のキーパーソンとなるため、会員一人ひ

とりがそれぞれの場所での看護の役割を認識し実
践できるよう啓発します。

（２）地区支部単位で、関係団体と連携し看護職のネッ
トワークづくりを強化します。

（３）県内全ての訪問看護ステーションの機能拡大と充
実を支援します。

　３．働き続けられる労働環境改善の推進
　看護職の労働環境改善に向けた取り組みがより積極
的にできるよう働きかけ、看護職員の確保定着のた
め、離職の防止と潜在看護職員の再就業の支援等きめ
細かな対応を推進します。
（１）看護職のワーク・ライフ・バランス（WLB）ワー

クショップ事業の対象施設を拡大していきます。
（２）ナースバンク事業で、ハローワーク等と連携し潜

在看護職員の就業を促進します。
（３）円滑な就業促進・復職支援のため「看護職の離職

時等の届け出制度」の促進を図ります。

　４．看護を普及啓発し、県民の健康づくりの支援
　各種イベントや広報活動を通して、看護の心・魅力
を普及します。
（１）早い時期から看護職への理解と関心が深まるよう

に、看護体験や小・中・高等学校への出前講座を
実施し、普及啓発活動を行います。

（２）地区支部活動を通じて県民の健康づくりを支援し
ます。

Ⅱ　その他の事業
　１．公益社団法人事業の展開と組織強化
（１）自治体の保健医療対策の推進に協力し、公益社団

法人としての役割を果たしていきます。また、会
員の拡大を図るため、継続的に働きかけをしてい
きます。

（２）協会立の訪問看護ステーションの経営の安定化を
図ります。

議決事項
　第一号議案　平成29年度改選役員及び推薦委員の選任（案）
　　　　　　 （P12 参照）
　第二号議案　平成30年度日本看護協会通常総会代議員及び
　　　　　　　予備代議員の選出（案） （P13 参照）
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●12：00　開　場
　　　　　オリエンテーション
●13：00　開　会
　　　　　物故会員への黙祷
　　　　　会長挨拶
　　　　　来賓祝辞
　　　　　来賓紹介
　　　　　祝電披露
　　　　　（休憩）
●13：30　議長団選出
　　　　　議事録署名人選出
●13：40　議　事
　　　　　報告事項　
　　　　　　報告事項１　平成28年度活動報告

（総会・理事会・事業・委員会・

地区支部活動・訪問看護ステーション及
び居宅介護支援事業・日本看護協会通常
総会代議員）

報告事項２　平成28年度決算報告及び監査報告　　
報告事項３　平成29年度重点事業及び事業計画
報告事項４　平成29年度収支予算
　　　　　提出議題
　　　　　　第一号議案　平成29年度改選役員及び推薦

委員の選任（案）について　
　　　　　　第二号議案　平成30年度日本看護協会通常

総会代議員及び予備代議員の
選出（案）について　 

●15：40　新役員の紹介・旧役員への謝辞
　　　　　協会歌斉唱
●16：00　閉　会

平成29年度　公益社団法人栃木県看護協会　通常総会プログラム

平成29年度　公益社団法人栃木県看護協会　職能集会プログラム

保　　健　　師

とちぎ健康の森　１階　大会議室

８：40　受　付

９：00　オリエンテーション
　　　　 開　会
　　　　 委員長挨拶

９：10　日本看護協会保健師職能集会報告

９：30　栃木県看護協会保健師職能委員
会報告

９：50　説明
　　　　「個別性に着眼した人材育成のす

すめ
　　　　 ～それぞれのキャリアデザインを

描き、自ら主体的に成長していく
ために～」

　　　　 説明者　　保健師職能委員

10：30　グループごとの意見交換

11：15　グループワーク結果の発表

11：30　アンケート記入

11：40　閉会

※ 休憩は各自で随時

８：40　受　付

９：00　オリエンテーション
　　　　 開　会
　　　　 委員長挨拶

９：10　日本看護協会助産師職能集会報告

９：30　栃木県看護協会助産師職能委員
会報告

　　　　　１．研修会報告
　　　　　２．その他

10：00　 講演
　　　　  妊娠期から子育て期までの切れ
　　　　  目のない支援の強化について
　　　　  「周産期のメンタルヘルス対策」
　　　　  講師　栃木県保健福祉部こども
　　　　　　　  政策課担当者
　　　　　　　  那須赤十字病院
　　　　　　　  助産師　吉成律子

11：30　質疑応答、アンケート記入

11：45　閉会

種　別

会　場

プログラム

助　　産　　師

とちぎ健康の森　2階　小会議室

看　　護　　師

とちぎ健康の森　2階　講堂

開催日　平成29年６月17日（土）

日　時　平成29年6月17日（土）
場　所　とちぎ健康の森　2階　講堂

８：40　受　付

９：10　オリエンテーション
　　　　 開　会
　　　　 委員長挨拶

９：20　日本看護協会看護師職能集会報告

９：30　栃木県看護協会看護師職能委員
会報告

　　　　　１．研修会報告

10：00　 講演
　　　　  「明日から役立つクレーム対応
　　　　　 Ｐａｒｔ2」
　　　　  講師　有限会社エファー
　　　　  　　　代表取締役　菊地理恵

11：30　質疑応答

11：45　閉会

4

 看護とちぎ



　平成 29 年度　重点事業
Ⅰ　公益目的事業
　１．看護の安全性・専門性の向上と実践能力の強化
　少子超高齢社会の対応、医療・介護提供体制の改革の動きなどから、看護職に期待される役割・能力は
ますます大きくなっています。いかなる場所で働く看護職であっても、社会からの要請に応えるため、質
の高い看護を提供できるよう研修の充実を図ります。
（１）看護職全体の実践能力の強化のため、研修内容の充実を図ります。また、看護管理者の育成に力を注

ぎます。
（２）訪問看護師養成研修、訪問看護師新人研修、訪問看護ステーション管理者研修等を実施し在宅医療を

担う人材の育成を図ります。
（３）看護職能Ⅱを対象とした研修会を充実し、福祉施設に働く看護職の資質向上に努めます。
（４）地区支部と連携した研修で、実践能力の向上を図ります。
（５）助産実践能力の強化を図ります。
（６）「特定行為に係る看護師の研修制度」について理解が深まるよう周知・普及啓発を行います。

　２．地域包括ケアシステムの構築と推進への積極的参加
　医療提供のあり方が、「病院・施設から地域・在宅へ」大きくシフトする中、在宅医療を進める上で看護
職の役割は非常に重要です。訪問看護の人材育成と確保、利用者の状態に応じた多職種・関係機関との調整・
連携を図りながら在宅療養者とその家族のより良い支援のため、看護職間のネットワークづくりを強化し
ます。
（１）地域医療のキーパーソンとなるため、会員一人ひとりがそれぞれの場所での看護の役割を認識し実践

できるよう啓発します。
（２）地区支部単位で、関係団体と連携し看護職のネットワークづくりを強化します。
（３）県内全ての訪問看護ステーションの機能拡大と充実を支援します。

　３．働き続けられる労働環境改善の推進
　看護職の労働環境改善に向けた取り組みがより積極的にできるよう働きかけ、看護職員の確保定着のた
め、離職の防止と潜在看護職員の再就業の支援等きめ細かな対応を推進します。
（１）看護職のワーク・ライフ・バランス（WLB）ワークショップ事業の対象施設を拡大していきます。
（２）ナースバンク事業で、ハローワーク等と連携し潜在看護職員の就業を促進します。
（３）円滑な就業促進・復職支援のため「看護職の離職時等の届け出制度」の促進を図ります。

　４．看護を普及啓発し、県民の健康づくりの支援
　　各種イベントや広報活動を通して、看護の心・魅力を普及します。
（１）早い時期から看護職への理解と関心が深まるように、看護体験や小・中・高等学校への出前講座を実

施し、普及啓発活動を行います。
（２）地区支部活動を通じて県民の健康づくりを支援します。

Ⅱ　その他の事業
　１．公益社団法人事業の展開と組織強化
（１）自治体の保健医療対策の推進に協力し、公益社団法人としての役割を果たしていきます。また、会員

の拡大を図るため、継続的に働きかけをしていきます。
（２）協会立の訪問看護ステーションの経営の安定化を図ります。
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　Ⅰ−2　在宅医療の推進に関する事業

事　　業 具体的計画など

１　訪問看護及び居宅介護支援	 経営改善と安定した事業の展開
　　事業の運営	 　①　介護保険による訪問看護サービスの実施	
	 　②　医療保険による訪問看護サービスの実施	
	 　③　その他の制度による訪問看護サービスの実施	
⑴　訪問看護ステーション事業	 訪問看護年間目標延べ件数	
　　の充実	 ・とちぎ訪問看護ステーションうつのみや　　　　訪問件数	 6,600件	
　　	 ・とちぎ訪問看護ステーションいまいち　　　　　訪問件数	 4,800件	
　	 ・とちぎ訪問看護ステーションみぶ　　　　　　　訪問件数	12,000件	
　　	 ・とちぎ訪問看護ステーションくろばね　　　　　訪問件数	 4,080件	
　　	 ・とちぎ訪問看護ステーションおやま　　　　　　訪問件数	 7,200件	
　　	 ・とちぎ訪問看護ステーションたかねざわ　　　　訪問件数	 9,960件	
　	 ・とちぎ訪問看護ステーションあしかが　　　　　訪問件数	16,800件	
⑵　居宅介護支援事業　	 ・居宅介護支援事業所うつのみや　　ケアプラン作成目標数	 1,032件	
　　ケアプラン作成や相談支援	 ・居宅介護支援事業所みぶ　　　　　ケアプラン作成目標数	 540件	
　　	 ・居宅介護支援事業所おやま　　　　ケアプラン作成目標数	 600件	
　　	 ・居宅介護支援事業所たかねざわ　　ケアプラン作成目標数	 1,056件	
　　	 ・居宅介護支援事業所あしかが　　　ケアプラン作成目標数	 1,260件	
⑶　ナーシングホーム事業	 ・ナーシングホームあしかが　　　　８床　  入居者月15名、年180名
⑷　訪問看護・居宅介護支援事	 ・職員の自己評価        　年１回
　　業の質評価	
⑸　看護職員等の資質向上	 ・当事業所主催研修会	
　　	 ・新人研修・指導者研修	
　	 ・当事業所主催　事例検討＆管理者研究会年12回	
　　	 ・各事業所主催　技術修得学習会年12回　対象：各事業所職員  延1,000名
　　	 ・その他の研修会   参加職員１人平均 　年３回　	
⑹　看護職・看護学生・福祉職	 ・看護大学生・看護専門学生・訪問看護師・介護福祉士等
　　等に対する教育支援	
　　看護職・看護学生・福祉職	 　看護基礎教育  16校　　400名	
　　等の実習受け入れ

　平成 29 年度　事業計画
Ⅰ　公益目的事業　
　Ⅰ−1　看護の安全性・専門性の向上と実践能力の強化に関する事業

事　　業 具体的計画など

１　看護職の資質向上の支援	
⑴　一般研修	 ・新人研修　　　　　　５研修　延べ人数：1,410名	 延べ日数：12日
　	 ・ジェネラリスト研修　28研修　延べ人数：2,140名	 延べ日数：84日	
	 ・スペシャリスト研修　６研修　延べ人数：180名	 延べ日数：６日
　	 ・管理者研修　　　　　14研修　延べ人数：330名	 述べ日数：16日
	 ・教育者・研究者研修　６研修　延べ人数：220名	 述べ日数：９日
⑵　認定・養成研修	 ７研修　延べ人数：350名
⑶　トピックス	 ２研修　延べ人数：550名　延べ日数：３日
⑷　地区支部研修	 各地区　主催、共催で実施予定	
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　Ⅰ−3　看護職の労働環境等の改善及び雇用の質の向上等確保定着事業

事　　業

事　　業

具体的計画など

具体的計画など

⑺　地域住民への健康づくり活	 ・地域住民に対する在宅療養者への相談・助言　　　	
　　動支援	         　　　　　　　　　　　　  来所＆電話相談　　年企画８回	
	 ・管轄地域市町における健康づくり活動への参加協力  ５回　100名	
⑻　関係機関との連携強化	 ・保健・医療・福祉関係機関、専門職等との連携会議　130回	
⑼　ステーション所長会議	 ・年12回	
⑽　居宅支援業務会議	 ・年３回	
２　入退院連携共通シート推進	 ・年３回	
　　事業	 ・退院支援、リーダーナースの育成のための研修会開催	
３　訪問看護ステーション経営　	・電話・来所相談、専門家によるコンサルテーション
　　サポート事業	
４　多職種連携会議	 ・随時

１　看護職員確保定着の推進
⑴　ナースセンター事業	 ・栃木県ナースセンター事業運営委員会の開催	
　ア　看護師等無料職業紹介事業	 ・ナースバンクの開所　年240日（9：00〜17：00）	
　　　（ナースバンク事業）	 ・求人・求職就業等の目標利用件数　年5,000件	
	 　目標就業件数　年200件	
	 ・就業ガイダンス等への参加　年１回	
	 ・求人情報紙の作成及び発行　毎月１回	
・「看護師等の届出制度」	 ・看護職の届出サイト「とどけるん」の周知PRと登録者支援	
	 ・登録目標　年200件	
・就業相談	 ・利用者ニーズに応じた再就業支援	
・離職者調査・看護職の離職防止	 ・アンケートにより退職理由を把握し分析	
　イ　ハローワークとの連携	 ・求人情報紙の提供と情報交換	
	 ・「ナースセンター・ハローワーク連携事業」（ハローワーク宇都宮）
	 ・月１回（13：30〜15：30）の求職者の相談、支援	
	 ・合同事業の開催の提案	
	 ・栃木、足利、真岡、小山、黒磯の各ハローワークで月１回（13：30〜15：30）
	 　「看護職の相談こ〜な〜す！」開催	
⑵　復職支援研修事業
　ア　研修事業	 ・看護職員再就業支援研修　　３コース　各年７回　各20名程度	
	 ・訪問看護師養成講習会　　定員　40名　	
	 　　訪問看護eラーニング・集合研修（講義と演習）・実習	
２　働きやすい環境づくりの推進
⑴　看護職の労働環境整備の推進　	・社会経済福祉委員会の開催　　　　　　年６回	
	 ・研修会の開催　　　　　　年１回	
⑵　看護職のワーク・ライフ・　	・看護職確保定着（WLB）推進委員会の開催　　　年４回程度	
　　バランス（WLB）推進事業	 ・WLB推進事業参加施設の支援	
	 ・インデックス調査（看護職個人調査・施設調査）の実施	
	 　（平成27年度から平成29年度11施設実施予定）	
⑶　看護職のワーク・ライフ・バラ	 ・ワークショップ参加施設への説明会の開催
　　ンス（WLB）推進ワークショッ	 ・看護職のワーク・ライフ・バランス（WLB）推進ワークショップ開催　２日間
　　プ等の企画・運営	 ・看護職のワーク・ライフ・バランス（WLB）推進フォローアップワークショップ
　　	 　開催     年１回
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　Ⅰ−4　看護を普及啓発し、県民の健康づくりの支援に関する事業

事　　業 具体的計画など

１　看護に関する普及啓発
⑴　看護週間における行事
　ア 「看護の日」記念行事の開催	 ・年１回　栃木県総合文化センター	
	 　記念講演　　講師　北澤彰浩 氏　テーマ「在宅医療の充実に向けて」
	 　　　延べ1,600名目標	
　	 ・まちの保健室	
	 　（健康相談、血圧・体脂肪測定、超音波骨密度測定、タッチケア、AED
　　　　　　　　　　　　　　　　　体験、その場でできる応急処置、災害支援ナースの活動紹介、進路・
　　　　　　　　　　　　　　　　　就職相談、ワーク・ライフ・バランス事業のPR、他）
　イ　ふれあい看護体験	 ・実施期間５月１日〜８月31日まで　　	
	 　施設協力　64施設・体験約1,000名、体験者の中から３名を選出し記念
	 　行事の開催日に体験発表する。	
２　県民に対する広報活動の強化	 ・「看護とちぎ」の発行　　　　　　年４回　各13,000部　　　　	
	 　（内ナースセンターニュース合同号　年２回）　　	
	 ・「防災ハンドブック」への広告掲載及びラジオでの協賛社名の放送	
　ア　ホームページの充実・	 ・「看護への道」を発行・配布　　　14,000部発行　　　	
　　　利用の促進	 ・「看護の出前事業」の実施	
	 　「看護への道」冊子利用　　　開催目標　年25回（約3,000名）	
	 ・看護学生への就労啓発事業の実施	
	 　看護系教育施設での出前授業　目標18校	
　イ　広報委員会活動	 ・「看護とちぎ」の企画・編集、パンフレット作成	
　	 ・委員会　年４回、部会　年７回	
３　県民の健康づくり支援
⑴　健康相談「まちの保健室」事業	 ・対面式健康相談	
　	 　地区支部担当　年26回　1,700名	
	 　（宇都宮地区支部）場所　FKD宇都宮店　	
	 　　　　　　　　　　年６回　奇数月第３土曜日、対象　地域住民　400名
	 　（他、地区支部開催）場所　学校、百貨店、イベント他	
⑵　研修会・講演会の開催	 ・認知症、在宅医療、感染予防他	
⑶　関係団体への教育事業	 ・研修会の開催	
　	 ・出前講座及び相談、講師の派遣	
	 ・ヒューマンフェスタへの参加
	 　　11月予定　対象　400 名
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